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著者らはヒト尿管におけるカルシウムの天然同位体
成分が正味の骨無機物バランスにおいて変化するかど
うかを検討した．もし，カルシウム同位体が変化する
ならば，尿および血液のカルシウム天然同位体分析が
他の技術ではできない骨無機物バランスにおける短期
間の変化をモニターするために使用できる．カルシウ
ム同位体成分の変化は試料と標準物質間の 44Ca/40Ca
の千分率の差，� 44Ca として表した．研究では，骨変
化を誘導するため，ベッド休息を 17 週間にわたり実
施した．� 44Ca は対照群，alendronate 投与群および
運動負荷群に分けた研究参加者の尿で休息前，休息中

に 2，3 回および休息後に測定した．ベッド休息中の
尿 � 44Ca 値は，alendronate 投与群および運動負荷群
で対照群よりも高値であった．尿 � 44Ca 平均値は
alendronate 投与群が正値，運動負荷群が変化なし，
対照群が負値であった．この結果は脊椎動物における
カルシウム同位体動態モデルおよび骨無機物密度デー
タと一致していた．尿カルシウム同位体分析は臨床や
研究の手段として役立つと考えられる．

(Skulan J, Bullen T, Anbar AD, et al：Natural calcium
isotopic composition of urine as a marker of bone mineral
balance. Clin Chem 53：1155-1158, 2007)

(埼玉県立大学短期大学部 鈴木優治)
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骨無機物バランスのマーカーとしての尿天然カルシウム同位体成分
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